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雑
.
・「緑

現
代
支
那
に
於
げ

る
肚
會
上
の

=
賦
臨

羅

獄

現

代

支

那

に
於

け
.
る
肚

會

上

の

一
鉄

隅
.

嗣

小

島

茄

馬

現
代
支
那
の
肚
會

に
於

い
て
男
女
人
口
数
の
不
均
等

な
る
現
象
の
存
す
る
こ
ε
は
、
こ
れ
ま
で
支
那
研
究
者

.

に
よ
っ
て
多
少
注
意
せ
ら
れ
た
所
で
あ
る
が
、
術
も
未

だ
比
熱
に
就

き
て
特

に
根
糠
あ
る
研
究
を
試
み
㌍
る
も

・

の
有
る
を
聞
か
な
か
っ
た
。
頃
日
海
軍
少
佐
有
馬
成
甫

氏
が
.
「
支
那
人
肚
會
の
牲
的
缺
陥
』
ε
題
す

る

一
論
を

公
に
し
,
右
の
事
實
に
欄
し
て
頗
る
組
織
的
な
る
研
究

を
試
み
ら
れ
た
る
こ
ざ
は
、
理
論仕
の
支
那
を
研
擁
す

る

者
に
℃
サ
て
参
考
に
資
す

べ
き
も
の
榊
か
ら
ウ
、
且
そ

れ
が
現
在
支
那
の
肚
會
問
題
に
鯛
れ
で
居

る
ε
い
ふ
黙

に
於

い
て
、
支
那
新
人
の
注
目
を
値
す

る
も
の
が
あ
ら

第
十
一
巻

轟第
二
號

[
=
ハ
V

二
六
六

う

ご
思

ふ
。
比

論
交
は
本

年

一
月

に
出
版

し

て
之

を
同

好
音
別に
碩
剃り
、
更

に
本

年
⊥
八
月

に
之
を
,『
日
本
V心
理
學
.

雑
誌

』
(第
】巻
第
四
號
)
に
登

載
し
た
も

の
で
あ

る
が

、
.其
.

之
を
知

る
も

の
猶

甚
少

撒

の
人
士

に
限
ら

れ

て
居

る
が

如

く
思
は

る

、
を

以
て
、
藪

に
其
所
誘

の
大
要
を
紹
介

し
、
且
そ
れ

に
就

き
て
簡

輩
な

る
批
評

を
加

へ
て
置

か

う

ε
思

ふ
。

,著
者
は
先
.づ
支
那
に
於

い
て
女
が
尠

い
ご

い
ふ
事
實

を
諸
種

の
統
計
に
よ
っ
て
立
讃
し
て
居
る
。
.尤
其
統
計

を
利
用
す
る
上
に
於

い
て
支
那
政
府
の
調
査

に
成

る
人

n
表
な
ご
は
杜
撰
に
し
て
確
實
牲

に
乏
し
き
も
の
嬉
爲

し
一
圭

虚
し
て
口
添
人
の
調
俺

に
成
る
欄
凍
州

輩
齢
す

る
租
借
地
内
支
那
人
の
戸
口
歌
態
に
本
づ
き
て
支
那
内

地
の
状
態
を
類
推
し
、
同
時
に
傍
謹
ざ
し
て
支
那
政
府

の
調
査

に
成

る
支
那
内
地

の
戸
口
栽
態
を
引
用
せ
危
も

の
で
あ
る
。



先
づ
關
東
邦
督
第
+
二
統
計

(大
里

奉

丞
.
に
よ

る
各
管
内
及
び
各
市
街
地

に

於
.け
る
男
女
別

人
口
調

(駐
=
に
よ
り
、
男
女
藪

に
著
し
き
差
異
あ
お
こ
ε
を
示

.

＼
し
た
る
後
、
此

に
は
出
稼
勢
働
者
の
来
往
に
よ
っ
.て
生

じ
た
る
男
子
の
超
泄
藪
を
含
む
も
の
な

る
こ
ε
を
注
意

し
馬
更
に

盲
暦
精
細
な
る
研
究
を
遂
ぐ

⑥
覚
め
に
職
業

別
よ
り
親
だ
る
男
女
藪
(註
二
ζ

年
齢
別
よ
り
観
た
胤
男

女
藪
(註
三
)
を
算
出
し
て
居
る
。
而
し
て
職
業
別
に
よ
る

男
女
人
口
表
の
中
に
就
き
、
商
工
業
勢
働
者
及
び
僕
婢

の
職

業
を
有
す
る
者
一に
⊥仕
り
て
男
子
敬

の
過
大
な
る
は

主
ε
し
て
出
稼
來
住
者
に
因
由
す

る
も

の
ε
認
む
る
を

得

る
も
、
土
着
住
民

の
主
婁
な
る
職
業
た
る
漁
業
及
び

農
業
に
左
転
て
も
猶
女
子
の
藪
が
非
常

に
勘
て
、↑
假
り

に
漁
W莱
及
び
農
皿栗
に
徒
事
・す
る
}着
が
幾
分
の
出
稼
皿勢
働

・

者
を
雇
傭

せ
る
も
の
ε
親

て
、
男
子
超
過
藪
の
年
数
を

閏
稼
人
ε
概
算
す
る
も
、
共
獲

都
.に
於
け
る
男
女
敷

に

に
猶
可
な
サ
人
な
る
差
一連
あ
る
事
實
を
あ
げ
て
、
本
來

男
子
の
敷
の
優
越

せ
る
こ
ξ
を
讃
明
し
、
又
年
齢

別
に
.

よ
口る
男
女
人
.口
表
に
よ
b
て
は
、ヒ
一
幼
年
期

に
在
り
て

雑
「
線
↑

現
代
支
那
に
於
け
る
祉
會
止
め
「
峡
階
.

ラ

・既
に
男
児
の
数
は
女
児
よ
臥
濫

に
多
き
老

、
二
二
+

歳
よ
鉱
五
十
歳

に
至
る
年
齢
の
者

に
在
b
て
は
男
女
敷

の
懸
隔
特
に
顯
著
な
る
こ
ε
、
三
五
+
歳
よ
b
六
+
歳

に
至
お
期
間
は
略
幼
年
期

に
於
け
る
差
ε
同
様
な
る
こ

.

ご
、
四
六
+
五
歳
以
上
鳳
殆

ん
ざ
男
女
の
差
尊
く
、
之

よ
b
高
齢
に
進
む
に
從
ひ
少
し
く
女
子

の
数
多
く
な
る

.

こ
ご
の
事
實
を
計
出
し
、
二
十
歳
よ
り
五
十
歳
に
至
る

.

男
子
敬
の
著

し
き
懸
隔
は
出
稼
勢
動
者
の
渡
祖
に
起
因

す
る
も
の
蓬
観
る
も
、
幼
年
期
老
年
期
を
通
.U
て
観
察
.

す
れ
ば
關
東
州
内
土
着

の
住
民

に
於

い
て
猶
.女
子

の
敷

の
少
き
こ
ε
を
断
定
し
て
敢

て
不
可
な
し
嬉
駕
し
、
且

特
に
其
出
産

の
初

に
於

い
て
既

に
女
子
が
少
く
生
れ
る

こ
い
ふ
事
實
を
指
摘

し
て
居
る
。
:

以
上
は
專
ら
關
東
畑

に
於
け

る
統
計
を
基
礎
ε
し
て

論
ぜ
し
も
の
な
な
が
.
著
者
は
更
に
宣
統
二
年
に
於
け

.

る
支
那
全
般

の
人
口
調
査

(註
四
〉
及
び
民
國
元
年

に
於

け
る
山
東
省

の
入

口
調
査
謡
五
)を
擧
げ
ハ
此
等
の
統
計

・
に
見
は
れ
た
る
男
女
人
口
藪

の
懸
隔
も
、
.
.
亦
闘
東
畑

に

於

け
.る
調
査

ド

一
.致
す

る
も
の
な
6
こ
ξ
を
注
意
し
、
.
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雑

鋤

現
代
支
那

に
於
け

る
批
會
上
の

一
峡
照

斯
く
て
.支
那
に
は
女
が
少
く
、
而
も
其
少
き
程
度
が
驚

く

べ
き
差
に
達
し
て
居

る
ご
い
ふ
こ
ご
を
、
從
來
の
漠

然
た
る
視
察
よ
り
梢
確
實
居
る
基
礎
.の
上
.に
持
ち
來

さ

ん
ε
し
た
も
.の
で
あ
る
Q

.

以
上
述
ぶ
る
所

に
就

い
て
考
ふ
る
に
、
吾
人
.は
先
づ

.

著
者
の
材
料
の
取
扱
方
が
宜
t
き
を
得

て
居
り
一
現
在

に
於
い
て
は
そ
れ
以
上
正
確
を
期
す
る
方
法

の
殆
ん
ご

見
出
し
難
き
こ
ε
を
認
め
ざ
る
を
得
な

い
。
支
那
の
統
.

計
な
る
も
の
、
甚
信
用
し
難
き
こ
ε
は
著
者
も
既

に
注

意
せ
る
通
り
で
あ
サ
、
且
關
東
州

の
統
計
に
し
て
も
、

そ
れ
が
他
省

の
統
計
に
比
し
㌦
よ
り
多
く
確
實
ε
い
ふ

こ
ざ
は
盲
ひ
得
ん
も
、
猶
相
手
が
多
く
無
智
の
支
那
人
　

で
あ
る
だ
廿
十
分
正
確
を
期
し
難
書
黙
が
あ
ら
ヶ
ε
思

ふ
。
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し
細
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藪
字
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、
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六
、
「
四
六
、
耳
空

山
東
省
戸
口
調
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(民
国
元
年
度

}

長
囲
政
府
内
務
部
統
計
科
調

●

管
.
.

城
.
.
.
.

男

」
.
.

.
、

女

四
導

百
〇
七
縣
.

芙
、四
四
　
、暑
.

一
塁

四
四
、(
　山八

次
に
著
者
は
然
ら
ば
何
故
に
支
那
に
.於

い
て
斯
く
の

如
く
女
の
激
が
少

い
か
ぜ
い
ふ
澗
題

"
入
め
、
其
原
因

、

ビ
し
て
出
産
時
に
於
け
右
男
児
数
の
優
越
ざ
女
児

の
人

爲
的
淘
汰
、ε
を
擧
げ
て
居

る
。
.

著
各
は
出
産
時
に
於
嫉

る
男
児
敷
の
優
越
ε

炉
ふ
こ

ξ
鳳
關
東
州
の
調
査
書
さ
に
も
、
又
山
東
省
の
人
口
続

第
十
一
巻

(第
二
號

一
二
〇
)
.
二
七
〇

計
(註
七
〉に
も
、
表
・蘇
れ
て
居
.る
所
で
あ

っ
・て
、
こ
れ
が

支
那
に
於
い
て
女
の
少
い

}
原
因
で
め
る
遭
い
協
斗
ε

は
拒
む
こ
蓬
を
得
ざ
る
事
實
な
り
ご
し
、
而
し
て
此
差

異
を
生
ず
る
に
至
れ
な
原
園
の
何
で
あ
る
か
に
至

っ
て

は
、
そ
は
生
理
學
上
根
本
的

に
性
の
問
題
が
解
決
せ
ら

れ
ざ
る
今
日
に
於

い
て
容
易

に
解
決
を
求

め
得

べ
き
も

の
に
非
す
し
て
、
.世
俗
の
所
謂

「
富
家

に
は
女
児
多
く

貧
家
に
臥
男
児
多
し
」
こ
か
、
或
は

「
文
明
國
に
絋
女

子
多
く
未
開
國
に
は
男
子
多
し
」
ご

い
ふ
が
如
き
説
は

固
よ
り
俄
に
認
容
す

べ
き
も
の
に
非
争
ε
爲
し
て
居

る

次
に
女
犯

の
人
爲
的
淘
汰
の
下
に
於
い
で
は
著
者
は
、潮

干
の
習
俗
を
擧
げ
て
居
る
。
溺
子
ざ
は
古
来
支
.那
人
が

　

へ
　

異
見
を
殺
す
方
.法
に
し
て
、
小
鬼
出
産
の
後
直
ち
に
之

を
水
を
盛
り
た
る
盤
中
に
入
れ
て
溺
死
せ
し
む
る
も
め

で
あ

っ
て
、
此
方
法
に
よ
b
て
殺
さ
る
＼
生
見
の
数
は

男
児
よ
b
も
遙

に
女
児

に
多
.七
亡
い
ふ
こ
ど
で
.あ
る
。

撫
此

風
俗
が
果
し
て
現
在
支
那
の
肚
會

に
於

い
て
猶
行

は
れ
て
居

紅
か
ざ
う
か
ご

い
ふ
ご
ざ
で
あ
る
が
、一
著
者

鳳
斯
か
る
事
柵
は
計
一會
の
裏
}町
に
於

い
て
籍

に
行
は
お

る
も
の
薩

ば
、
統
計
等

に
徴

t
て
之
を
葡
確
に
認
む
.

り
.

`

、



『

マ

ム
こ̀
ε
を
得
ざ
る
も
、
關
…東
州

に
於
け
る
死
産
門兄
の
統

計
を
見
れ
ば
死
産
が
女
児

に
多
く
男
児

に
少

き
事
實
あ

ゲ
、
固
よ
b
溺
子

ε
死
産

ε
は
全
く
異
り
た
る
事
實
に

て
.混
同
を
許

さ
ゴ
る
も
、
而
も
魔
除
上
之
が
辨
別
は
甚

困
難
で
あ

つ
で
、
實
際
溺
子
を
死
産
ε
し
て
届
出
つ
る

も
の
、
、多
藪
あ
る
べ
き
を
想
像

さ
.れ
る
、
さ
れ
ば
支
那

の
上
流
肚
會

に
在
り
て
は

い
ざ
.知
ら
す
、
.支
那
人
口
の

八
割
を
占
む
る
農
民
肚
曾
貧
民
肚
會
に
在
り
て
は
今
猶

.
此
陋
習
が
行
は
れ
居
る
も
の
ε
推
定
し
て
敢

て
不
當
で

め

る
ま

い
ε
云
ふ
の
で
あ
る
。
而
し
て
支
那
の
肚
會
に

於

い
て
何
故

に
か

、
る
陋
習
が
馴
致

さ
れ
π
か
ε
い
ふ

に
其
原
因
適
し
て
は

一
家
族
制
度
の
見
地

よ
り
女
児
は

ぐ

　

債
値
な
き
も
の
ε
せ
ら
れ
居
る
こ
埴
、
二
女
見
は
脛
濟

ぐ

葡

に
濁
立
し
得
す
し
て
親
の
厄
介
者
ε
見
ら

ゆ
て
居
る

こ
ε
、
三
支
那
人
の
飴
り
に
打
算
的
な
る
こ
巴
、
及
び

四
耐
會
制
度
の
不
備
な
る
こ
ご
を
指
摘
し
て
居

る
。

(
右
の
所
説
に
就
き
少
し
く
吾
人
の
臆
見
を
述
ぶ
れ
ば

著
者

が
溺
子
の
陋
習
を
以
て
今
猶
支
那

に
行
は
る
、
も

の
な
り
寒
し
、
そ
れ
が
人
爲
髄
"
女
を
少

か
む
し
細

る

原
因
な
り
ε
爲
せ
る
は
、
恐
ら
幸
誤
ら
ざ
る
推
定
で
あ

雑

録

現
代
支
那
に
於
け
る
批
會
上
の
一
飲
階

ら
ゲ
ご
思
ふ
。
然
る
に
吾
人
は
著
者
謂
ふ
所
の
出
産
時

ぎ

に
於
け
る
男
児
撒
、の
優
越
ε
い
ふ
事
實
に
就
.い
て
は
珈

疑
な
き
を
得
な
い
。
著
者
は
死
産
児

の
敷
よ
b
端
緒
を

得
て

真
数

の
中
に
溺
乎

の
敷
を
見
.積
る
ε
い
ふ
こ
ざ

を
吉
は
れ
て
居
る
が
、
吾
人
は
寧
与
生
産
児

の
敷
の
中

に
溺
子
(其
中
に
は
女
児
を
多
数
に
含
む
所
の

)
の
数
が

省
か
れ
て
居
る
亡
観

る
方
が
、
よ
り
多
く
實
際
に
適
合
.

す
る
も
の
に
非
ざ
る
か
ざ
思
ふ
。
即
ち
溺
子
は
死
産
見

ざ
し
て
届
出
づ
み
よ
り
胸
寧
ゐ
嘗
て
生
れ
ざ
り
し
も

の
.

ε
し
て
全
く
届
出
で
す

に
終
.る
も
の
.＼
方
が
大
多

敷
に

非
ざ
る
か
ぜ
思
ふ
の
で
あ
.る
。
若

じ
果
し
て
跳
推
定
に

七
て
誤
ら
す
ん
楼
馬
統
計
に
見
は
れ
た
β
生
産
見

の
藪
.

の
み
に
よ
り
で

出
産
時
に
於
け
る
男
児
敷
の
優
越
を
言

ふ
こ
ε
は
、
或
程
.度
に
於

い
て
、
若
く
は
場
合
ド
よ
り

根
本
的
に
、
訂
正
を
要
.す

る
こ
ご
＼
爲
b
得
な

い
こ
も

限
ら
な

い
`
思
ふ
。

(駐
六
)
關
東
州
内
出
産
及
死
亡
男
女
別

出

産

死
.

産

年
.
.
り
.

⊃

大

正

六
年

湘
、ニ
カ
.

ん
、五
四
(
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.

雑
.
繰

現
代
支
那
に
於
け
る
融
會
上
の
.一
鋏
隅

.

四三二

.

元
.

年

(駐
t
)

計 女 男

λ
δ
六
二

・ゴ㌣

四
穴

(
、四
兄
.

骨
、丈
六

く
、君
ご
一

ゼ
、茜
八

ゼ
、置
突
.

贈
、9
δ

一=三一竃二
残

「
山
東
全
書
現
在
人
口
及
出
生
井
死
亡
戴
比
較

一
九

=

率

現

在

人

口

冥
、四
豊

、o
老

茜
、ヨ
四
四
、(
二六

号

、天

竜
、金

嵩

同

年

生

出

駁

三盛

、窒
二

旨
(
忌
査

.

七
二
四
、
一湘
五

同
.

年
.

.

死

産

麟

嵩
、量

.

一
〇
、
九
会

二
(
、
四
六
四

混.二 蹴 一
ao

圏 昌 昌 死 同
ニ ロ モ

をR㍗ 亡
ロ 　 ニ
畳 査 起.,数単

以
上
學
ぐ
る
所
の
出
産
時
に
於
"
る
男
鬼
敷
の
優
越

ε
女
児

の
入
爲
的
淘
汰
は
事
實
上
女
子
の
.敷
其
者
を
不

足
楚
し
む
ゐ
原
因
で
あ

っ
て
、
而
し
て
其
不
足

の
程
度

.

は
既

に
非
常
な
る
も
の
ぜ
爲
し
て
居
る
の
で
み
る
が
寛

著
者
は
更
に
女
子
の
藪
が
實
際
在
る
よ
b
も
よ
り
以
上

に
不
足
を
戚
ぜ
し
む

る
　肛
會
的
原
因
が
支
那
の
砒
會
仁

現
存
す

嘘
駕
し

、
其
最
著

し
き
も
の
こ
し
て
.
一
夫
.多
妻

の
風
省
を
あ
げ
て
屠
竜
.
葡
し
て
支
那
に
於
い
て
は
官

吏
ご
い
は
す
、
商
賈
ご
い
は
争
、
其
富
の
程
度
に
鷹
じ
て

大
拙
藪
人
の
妾
を
蓄

へ
て
居

る
事
實
を
擧
げ
、
元
来
蓄

妾
は
家
族
制
度
の
結
果
だ
し
て
四
+
歳

に
至
な
心
嗣
子

.

第
+
.一
巻

骨粥

二
號

」
.二
二
冒

一
一
.
七
二

な
き
場
合
之
を
許
さ
れ
た
る
も
.の
な
る
が
沸
今
日
に
於

い
て
は
真
数

の
多
少
は
肚
會
的
地
位
乃
至
は
財
産
の
多

寡
を
表
は
す
標
準

だ
爲

つ
た
ピ
言

っ
て
居

る
。
猶
北
郷

に
著
者
は
此
等
富
貴
分
者

の
妻
妾
が
身
邊

の
用
を
僻
す

る
矯
め
に
多
く
貧
家
の
児
女
を
買
受
け
て
娩

ご
駕
し
、

、各
自
之
を
占
有
せ
る
こ
ε
や
、

一
人
の
夫

に
し
て
二
綴

の
家
を
相
続

し
、
澗
象

に
洛
正
妻
を
有
す

る
が
如
き
奇

習
や
、
寡
婦
の
再
婚
が
殆

ん
ご
紐
四射
的

に
禁
せ
ち
れ
居

お
肚
會
制
裁
や
、
或
ば
遊
女
妓
女
等
も
存
す
る
も
是
非

殆
ん
ざ
上
.流
階
級

の
凋
占
に
委
せ
ち
れ
居
る
事
實
等
を

列
學
し
、
此
等
の
風
俗
習
慣
は
元
來
其
藪
の
不
足
せ
る

女
子
を
し
て
、
肚
會
的
に
非
常

に
不
箏
等
な
る
分
配
を

な
さ
し
む
る
起
至
れ
う
ご
駕
し
、
更

に
次
の
如
き
論
評

を
加

へ
て
居
る
。

「
現
時
支
那
人
肚
會

の

此
等
性
的
蝕
陥
は
恰
も
経
済

的
缺
陥
ビ
同
様
に
、
.富

の
分
配
が
不
公
孕
な

乃̀
が
如

も
女

の
分
配
も
極
め
て
不
卒
等
で
あ
る
。
而
し
て
此

の
両
者

の
問

に
は
實
に
密
接

の
關
係
が
あ

っ
て
、㌦
女

・

の
分
布
状
態
は
富
の
分
布
に
全
然
從

っ
て
居
る
ご
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ら
う
コ
.換
言
す
れ
.ぱ
鍍
を
獲

.



し

れ
ば
女
が
得
ら
れ
、
富
を
致
す

の
道
は
女
.を
獲
る
の

唯

}
手
段
で
あ
る
。
」

択
斯
の
如
き
耐
會
上
の
缺
陥
は
支
那
人
井
に
支
那

の

肚
倉

に
如
何
な
る
影
響
を
持
来
し
た
か
ε
い
ふ
に
、
著

者
は
先
づ
結
婚
が
男
子

に
ご
b
て
非
常

に
困
難
ご
な

つ

定
事
實
を
述

べ
て
居
る
。
即
ち
少
敷
の
女
子
を
猫
古
せ

ん
が
爲
め
に
多
藪
の
男
子
は
互
に
猛
烈
な
る
競
争
を
せ

ね
ば
な
畠

、
而
し
て
其
競
争
に
打
勝

つ
爲
め
じ
は
輕

濟
的
に
優
勝
.者
ε
爲
ら
ね
ば
な
ら
沌
ε
駕
し
、
次
の
如

.

く
述

べ
て
居

る
。

「
彼
等
の
勢
働
に
徒
事
す
る
や
實
に
深
刻
で
あ
る
。勢

働
者

ε
し
て
世
界
他
人
種
に
比
類
な
き
特
質
を
具
有

し

て
居
る
.鳶
翻
せ
ら
れ
て
居
る
.が
、

こ
れ
ぽ
實

に
彼

等
の
勢
働
が
人
生
最
大
の
本
能
的
欲
求

に
出
で
た
る

深
刻

さ
を
持

つ
か
ら
で
る
る
。
自̀
　己
保
存

ε
種
族
保

.

存
`
の
二
大
欲
は
人
間
生
存

の
総

べ
て
を
包
含
し
て

居
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
衣
食
住
は
彼
等
に
ε

つ

て
甚
だ
簡
輩
に
獲
ら
れ
る
。

一
塊

の
餅
二

衣
の
襲
～
.

能
く
露
命
を
繋
ぐ
に
は
十
分
で
め
る
。
唯
飴
す
所
は

性
.的
大
欲

で
あ
る
。
彼
等
は
此
の
問
題
の
解
決
に
死

雑

録

現
代
支
那
に
於
け
る
肚
會
上
の
】
峡
沼
田

.

命
を
.賭
し
て
奮
圖
す
る
。
労
働
は
帥
.ち
本
問
題
解
決

の
唯

…
手
段
で
、
從

っ
て
其
眞
創
な
る
所
以
も
實

に
、

、藪

に
存
す

る
。
一
..

斯
く
て
支
.那
特
有
の
出
稼
勢
働
者
「の
現
出
も
其
原
因

は
こ
＼
に
存
す
ご
爲
し
、
彼
等
の
蓄
財
癖
も
亦
こ

、
に

原
因
す

る
も
の
ε
す
る
。
要
す

る
に
支
那
下
層
青
年
.の

勤
勉
努
力
や
克
己
制
欲
は
、
す

べ
て
結
婚

に
封
ず
る
生

存
競
争
に
打
勝
ち

.
以
て
優
勝
の
位
置
を
占

め
ん
ε
す

る
が
爲
め
に
外
な
ら
ざ
る
も
の
ご
爲
す
の
で
め
る
。
猶

此
結
婚
難
の
結
果
`
し
て
支
那
に
於

い
て
は
結
婚
の
儀

.

式
が

「
種
デ

モ
ン
・ス
ト
ラ
チ
プ
の
も
の
蓬
な
り
、
又
許

嫁
を
急
ぐ
風
習
を
生
じ
、
或
は
表
面
婦
女
を
賎
し
み
な

が
.ら
家
庭

に
於

い
て
ぽ
妻
女
の
椹
威

に
服
従

し
、
或
は

離
婚
撒
の
著
し
く
少
き
等

の
.砒
會
的
現
象
を
恭
し
だ
も

の
こ
織
し
、
更
に
遊
民
兵
士
勢
働
者
の
如
き
多
く
は
結

婚
問
題
に
封
ず

る
落
伍
者

に
し
て
、
無
配
遇
着
た
る
下

層
民
の
.一
肚
會
を
形
成
せ
る
も
の
、
.共
営

に
不
安
定
な

る
懸
想
に
在
b
て
騒
擾
氣
分
爆
獲
気
分
に
充
ち
て
居
る

.

の
も
、
畢
竟
は
女
性
の
缺
乏
せ
る
結
果

に
外
な
ら
す
ε
.

観
て
居
る
。
.

第
十

[
巻

(第

二
號

=
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二
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回

雑

録

現
代
支
那
に
旋
け
ろ
祉
會
上
の
一
缺
陥

此

一
段
に
於

い
て
、
著
者
が
支
那
人
の
性
的
.缺
陥

の

事
賢
よ
b
進
ん
で
支
那
現
在
の
肚
會
問
題
に
關
す
お
諸

種
の
七
ン
.}
を
示
さ
れ
て
居
る
こ
ざ
は
最
吾
人
の
感
興

を
惹
く
所
で
め
る
。
其
の
支
那
労
働
者

仙
勢
働
を
解

し

て
殆
ん
ざ
其
全
部
が
性
的
欲
求

に
因
由
す
る
が
如
く
説

け
る
は
、
租
高
調
に
過
ぎ
た
る
の
嫌
な
き

か
`
思
は
る

る
も
、
而
も
其
の
支
那
に
於
い
て
は
富
の
分
配
.の
問
題

の
解
決
が
同
時
に
女
子
分
配
の
問
題
の
解
決
ε
な

る
こ

ご
や
、
..支
那
に
於
け

る
婦
人
問
題
は
そ
.れ
が
軍

に
婦
人

職
業
問
題
駕
井
す
し
て
、
更

に
贋
汎
な

る
意
義
を
有
す

べ
き
も
の
な
る
こ
ε
や
、
及
び
支
那
に
於
け
る
勢
働
問

題
は

一
般
勢
働
問
題
`
は
多
少
色
彩
を
異

に
す

る
黙
が

な
ぐ
て
は
な
ら
中
、
且
其
勢
働
問
題
の
解
決

は

一
種
特

別
の
意
味
に
於

い
て
婦
人
問
題
ご
密
接
の
關
係
あ
る
も

の
で
あ
る
ε
い
ふ
が
如
き
諸
種
の
暗
示
を
相
當
力
強
く

示
さ
れ
て
居
.る
こ
・ざ
は
、
凋
今
日
の
支
那
の
肚
會
を
研

究
す

る
も
の
に
ご
b
て
興
味
多
き
.問
題
を
捜
せ
ら
れ
だ

る
ば
か
り
で
な
く
(
現
に
支
那
の
勢
働
問
題
を
提
唱
し

な
が
ら
徒

に
漱
米
思
想
の
醗
繹
を

の
み
足
れ
事
ε
し

つ

つ
あ
る
支
那
の
青
年
政
治
家
に
ご
b
て
、
實
に
有
金
な

第
十

一
巻

(第
二
號

】
二
四
)
.

二
七
四

智
指

針
を
與

へ
ら

れ
た
も

の
ご
謂

ふ

べ
き
で
あ
ら

,
。

著
者
ば
以
上
の
事
實
を
述

べ
π
る
後
、
最
後
に
之
が

救
濟
策
に
入
.っ
て
居
る
。
.先
づ
以
上
の
事
實
よ
b
昂
納

し
て

「
支
那
人
は
女
性

に
封
.し
て
矛
盾
せ
る
思
想
、
利

害
相
反
す
る
岐
路

に
立
っ
て
居
る
、
即
ち
家
系
相
綾
巻

ε
し
て
は
之
を
輕
現
し
、
性
的
配
偶
者

ざ
し
て
は
之
を

重
ん
じ
て
居
る
」

ε
爲
し
、
.從

っ
て
此
缺
陥
を
救
濟
す

る
方
法
ぱ
此
矛
盾
を
調
和
す
る
に
在
め
ざ
し
て
居
る
。

而
し
て
之
が
根
本
的
激
濟
策
は
勿
論
脛
濟
制
度
の
改
革

で
あ

っ
て
、
諸
に
次

い
で
は
女
子
の
自
畳
を
進

め
男
子

の
畳
醒
を
促
し
、
以
て
支
那
肚
會
の
現
状
を
根
抵
よ
り

革
新
す
る
の
で
め
る
が
、
前
者

は
本
論
の
目
的
ε
す
る

所

に
非
ず
、
叉
後
者
は
盲

ふ
べ
く
し
て
到
底
行
ふ
べ
か

ら
ざ
る
こ
ε
な
り
ε
し
て
共
に

此
等
の

問

題

に
.鯛
れ

す
、
唯
現
下
に
於
け
る
封
慮
策
冠
し
て
著
者
は
育
見
院

の
設
立
`
婦
人
の
職
業
教
育
及
び
授
産
事
業
を
起
す

こ

ε
の
急
務
を
高
唱
し
●て
居
る
。
就
中
育
児
院

の
設
立
は

古
よ
り
既
に
慈
善
事
業
こ
し
て
施
設
す

る
所
嫁
き
に
非

ざ
る
も
、
.其
内
　容
は
甚
貧
弱

し
七
て
到
底
現
代
計
㎜會
・の
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必
要

に
慮
す
る
に
足
ら
ざ
る
も
の
な
れ
ば
、
此
方
面
に

於
い
て
も

更
.に

大
に
力
を

注
が
ざ
る
ぺ
か
ら
す
ご
爲

.
し
、
且
此
の
如
き
は
特

に
我
日
本
人
の
事
業
ピ
し
て
最

相
憾
は
し
き
計
劃

に
非
ざ
る
か
ε
注
意

し
、
又
婦
人
の

職
業
激
育
井

に
授
産
事
業
は
、
我
投
資
工
業
の
獲
展

`

共

に
實
施
す

る
な
ら
ば
最
圓
滑
な
る
経
済
獲
展
策
ε
も

な
ら
う
ξ
育
っ
て
居
る
。
猫
又
封
症
的
政
策
ε
し
て
欧

洲
諸
國
の
過
紺
女
子
を
以
て
支
那
の
過
剰
男
子
ざ
配
す

る
も
妙
案
な
ら
ん
も
、
こ
れ
は
事
情
複
雑
な
る
.關
係
ゐ

b
、
且
梢
突
飛
に
圏
す
る
を
以
て
、
吾
人
の
特
に
主
張

せ
ん
ご
す

る
所
で
は
な
い
ε
言

っ
て
居
る
。

.

.著
者
》

上
述
の
缺
陥
を
救
済
す

る
が
爲
め
の
慮
急
策

ε
し
て
案
出
せ
る
方
法
も
、
亦
大
磯
に
於

い
て
吾
人
の

異
存
な
き
所
で
あ
る
。
唯
姑
人
の
職
業
教
育
井
に
授
産

事
業
を
我
國
の
経
済
獲
展
策
ε
伴

は
し
め
ん
ご
す
る
こ
.
.

ご
は
、
そ
は

一
石
を
以
て
二
鳥
を
打

つ
の
策
で
は
め
る
.

が
併
し
個
人
の
自
由
猫
立
を
根
本
観
念
ド
・す

べ
き
婦
人
.

問
題
の
解
決
ε
、
侵
略
的
意
義
を
有
す
る
今
日
の
経
済

…

獲
展
策
ご
が
、

い
つ
ま
で
道
連
れ
ε
な
り
得

べ
き
か
は

疑
問
で
あ
る
。・
尤
著
者
は
既

に
此
問
題

の
根
本
的
解
決
.

.

雑

録

現
代
支
那
に
於
け
る
肚
會
上
の
一
峡
屠 、方

法
は
「
経
済
靱
度
の
改
革
」
に
在
り
ε
吉

へ
・る
を
灘
…れ

ば
、
薙
に
謂
ふ
所
の
如
き
は
固
よ
り
…単
に
今
日
の
場
合

已
む
ご
亡
を
得
す
し
て

一
時
機
宜

の
庭
櫃
ε
し
て
之
を

取
ら
ん
巴
す
る
も
の
に
外
な
ら
ざ
る
べ
し
、
從
っ
て
亦

此
黙
に
就

い
て
吾
λ
の
賛
意

を
須
た
ざ
る
も
の
が
あ
る

で
あ
ち
う
。
猶
著
者
は
外
國
人
ε
の
結
婚
奨
魎
を
特

に

力
説
せ
ざ
る
所
以
を
述

べ
て
居
る
が
隔
若
し
著
者

の
言

ふ
が
如
く
出
産
時
に
於

い
て
既

に
男
子
敷
の
優
越
せ
る

こ
ε
が
事
實
な
り
ε
す
れ
ば
、
男
女
敷
の
不
孕
均
を
救

ふ
方
法
ε
し
て
は
そ
こ
ま
で
進
ま
な
け
れ
ば
未
だ
徹
底

し
セ
も
の
ε
育
ひ
得
な
い
で
は
な

い
か
ε
思
は
れ
る
。

以
上
は

『支
那
人
肚
會

の
性
的
缺
陥
」
の
.大
要
を
紹

介
し
、
.庭

々
に
吾
人

の
所
蔵
の

一
端
を
附
記
し
た
も
の
.

　
で
あ
る
。
元
來
.紹
介
を
圭
ε
し
だ
も
の
で
あ

っ
て
、
批

.

評

に
於

い
て
は
固
よ
b
未

だ
壷

さ
～
る
所
あ
る
.こ
ぜ
を

.

免
れ
澱
。
猫
終
に
薦
み
著
者
が
身
軍
職

に
展
転
な
が
ら

斯
か
る
特
殊

の
問
題
に
着
目
L
、
全
く
學
者
的
態
度
を

…
以
て
之
を
研
究
し
鞍
表
せ
ら
れ
た
る
こ
ε
は
、
學
界
の

一
爲
め
吾
人
の
最
喜
ば
七
く
思
ふ
所
で
あ
る
。
(完

}

第

+

]
霧

(第
二
號

一
二
五
)

二
七
五


